
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区の現状と福祉課題 

会長あいさつ 

昨年実施した防災アンケートを参考にし、住民同士が協力し継続的に取り組んで 

いけるように計画づくりをしました。計画づくりに取り組むことで、現在の校区内で 

実施している活動が再認識でき、重点的に取り組むべき項目が明確になりました。 

地域の皆さま、皆で協力をし、誰もが安全に安心して暮らせる白野江校区を実現 

していきましょう。 

            白野江校区社会福祉協議会 会長 望月 逸郎 

令和５年７月に全世帯対象に「防災」や「ふくし」のアンケートを実施しました。 

 

白野江校区の元気プラン 花ゆい 

基本理念「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」 

計画体系（重点実施項目：特に力を入れて取り組む項目です） 

基本目標１ 
 

つながりの基盤・体制づくり 

地域活動や福祉活動の基盤となる活動や

組織づくりに取り組みます 

【重】「日常のふくしのまちづくり」と「災害への備え」 

 

○班会の実施        ○サロン活動 

○各役職などの円滑な引継ぎ ○募金活動        

○敬老会          ○生活安全パトロール 

○防犯灯の設置維持管理   ○夜の防犯パトロール 

○子ども１１０番の家ウォークラリー 

○年末校区自主夜警 

基本目標 2  
つながりのきっかけや 

参加しやすい環境づくり 

参加しやすい雰囲気づくりや 

つながりづくりの活動を行います 

○住民講座の実施    ○広報紙・館報の発行 

○ふれあいネットワーク活動・ウェルクラブ活動 

○ウォーキング 

○バス研修 

○体力測定        

○ふれあい懇親会 

○健康料理教室 

基本目標３ 
 

多世代交流のまちづくり 

若い世代を含めた多世代交流のまち 

づくりを目指し、参加しやすい企画や 

活動に取り組みます 

○市民センターでの集まり ○美化活動（公園・川） 

○町内清掃活動      

○グラウンドゴルフ大会  

○朝のふれあい声掛け運動 

○ラジオ体操       ○敬老訪問 

○クリスマス訪問     ○わいわい白野江っ子 

○校区まつり（文化祭） 
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（１）年齢・年代構成 ２０年前と比較すると、６５歳以上の住民が４０%を超えており、高齢化率も２０％ 

上昇しています６５歳未満の人口も約１，５００人が減っており、今後１０年、２０年後の校区の状況を危惧します。 

（２）日頃の暮らし アンケート結果から、日常生活の交通手段は車が８割、バスやタクシー等が２割と、車に依存 

する割合が高くなっています。高齢化に伴う免許証の返納やバスの本数の減少等、生活に直結する移動手段が課題と 

なってきます。 

（３）災害への不安・防災意識・家での備え 白野江校区は、海に面しており、背後にはすぐに山がある地形です。 

防災に対する住民意識は比較的高いものがあります。一方で、家庭での備えは、具体的な行動に結びついていないとい

う現状も多く、地域をあげての具体的な対策を進める必要があります。 

   

 

 

白野江校区人口推移 

 平成１５年３月 令和５年３月 

人口 ３，４３１人 ２，０９２人 

６５歳未満 ２，８１１人 １，２８５人 

６５歳以上 ６２０人 ８０７人 

高齢化率 １８．１％ ３８．６％ 

              北九州市基本台帳より 

 

59.816.8

23.3

避難警報が出たら避難しますか？

する しない 分からない



重点実施項目 日常のふくしのまちづくりと災害への備え 

１ 課題背景及び現状 

 アンケート結果から、災害への備えが必要であり、不安視している住民も多いものの、具体的な

行動への検討や準備が進んでいないと言えます。災害時に、声をかけ合い、助け合って行動するた

めには日常から住民同士の繋がりが必須であるため、声をかけ合える関係づくりや多世代での交流

を促進していくことも重要です。 

２ 活動の方針・目標 

 非日常である「災害時」をイメージし、人命を守り、地域の中で声をかけ合い、助け合えるまち

を目指していきます。その達成に向けて取り組んでいくことが、日常の暮らしのなかでの福祉のま

ちづくりへと繋がるものと捉えます。 

 よって、防災まちづくりへの検討を進めていくとともに、日常の福祉のまちづくりと表裏一体と

なった活動を推進していくこととします。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 
連携する 

機関 
2024 2025 2026 2027 2028 備 考 

きっかけづくり 

（各種活動における 

広報・周知・声掛け） 

・自治連合会 

・民児協 

・青少年育成 

 協議会 

・小学校 

・中学校 

・駐在所 

・消防団 

・地域安全 

 パトロール隊 

・福祉協力員 

・市民センター 

・行政・区社協 

      

若い世代の参画       

多世代での交流       

避難行動の確認       

災害への備え 

（避難場所・備蓄品等） 
各世帯       

 

 

 

 

 

「住民発！  
白野江校区 小地域福祉活動第二次計画」 
 

 

白野江校区の元気プラン
２０２４年度～２０２８年度

白野江校区社会福祉協議会 
〒801-08０2 北九州市門司区白野江二丁目１３番１号 

白野江市民センター内 

TEL・FAX  093-341-3221 
   

白野江校区社会福祉協議会 

 


